
(57)【要約】

【課題】ボディに着脱自在に収納される鍋を加熱して炊

飯する電気炊飯器において、ユーザーとって必要な機能

のみ付加し、かつコストを最小限に抑えるとともに、所

定の部品（ユニット）の交換により最新の機能を備える

ようにし、結果的に製品の寿命を伸ばす。

【解決手段】ボディユニット１０に鍋１１を着脱自在に

収納し、鍋１１を加熱ユニット１２により加熱し、制御

ユニット１４により予め記憶したプロセスにしたがって

加熱ユニット１２に電力を供給し、ボディユニット１０

に開閉自在に取り付けた蓋ユニット１７により鍋１１の

上方開口部を閉止する。ボディユニット１０、加熱ユニ

ット１２、蓋ユニット１７の少なくともいずれか１つは

複数種類存在するよう構成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ デ ィ ユ ニ ッ ト と 、 こ の ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 前 記 鍋 を 加 熱 す る
加 熱 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト に 予 め 記 憶 し た プ ロ セ ス に し た が っ て 電 力 を 供 給 す る
制 御 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け 前 記 鍋 の 上 方 開 口 部 を 閉 止 す
る 蓋 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 前 記 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト 、 加 熱 ユ ニ ッ ト 、 蓋 ユ ニ ッ ト の 少 な く と も い
ず れ か １ つ は 複 数 種 類 存 在 す る 電 気 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 種 類 存 在 す る ユ ニ ッ ト は 各 々 組 み 立 て 互 換 性 を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ３ 】
複 数 種 存 在 す る ユ ニ ッ ト を マ ト リ ク ス 状 に 組 み 合 わ せ 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 炊 飯 器
。
【 請 求 項 ４ 】
制 御 ユ ニ ッ ト の 記 憶 素 子 の 少 な く と も 一 部 に 書 き 換 え 可 能 な 不 揮 発 性 メ モ リ ー を 用 い た 請
求 項 １ 記 載 の 電 気 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ５ 】
不 揮 発 性 メ モ リ に 書 き 換 え る デ ー タ を 送 る 通 信 手 段 を 備 え た 請 求 項 ４ 記 載 の 電 気 炊 飯 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ボ デ ィ に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 を 加 熱 し て 炊 飯 す る 電 気 炊 飯 器 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 電 気 炊 飯 器 は 図 ２ に 示 す よ う に 構 成 し て い た 。 以 下 、 そ の 構 成 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ １ は 上 面 が 開 口 す る 円 筒 状 に 形 成 し 、 こ の ボ デ ィ １ の 内 部 に 鍋
３ の 収 納 部 で あ る コ イ ル ベ ー ス ２ を 配 設 し 、 こ の コ イ ル ベ ー ス ２ は 非 金 属 材 料 に よ り 有 底
円 筒 状 に 形 成 し て い る 。 コ イ ル ベ ー ス ２ の 外 側 に 加 熱 手 段 で あ る 誘 導 コ イ ル ４ を 鍋 ３ の 底
面 な ら び に 底 側 面 部 に 対 向 し て 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 構 成 に お い て 、 ま ず 、 鍋 ３ に 調 理 物 で あ る 米 お よ び 水 を 所 定 量 投 入 し た 後 、 加 熱 コ イ
ル ４ に 通 電 し 鍋 ３ を 加 熱 す る 。 所 定 の 通 電 パ タ ー ン で 通 電 す る こ と に よ り 炊 飯 が 行 わ れ る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ９ １ ０ 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 電 気 炊 飯 器 で は 、 所 定 の 機 能 お よ び 仕 様 を 持 っ た 特 定 の
炊 飯 器 し か 構 成 で き ず 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 が な い 機 能 が 付 加 さ れ た も の で あ っ た り 、
あ る い は ほ し い 機 能 が つ い て い な い 等 の 不 満 が あ っ た 。 ま た 、 こ れ に 対 応 す る た め 、 商 品
数 を 増 や す と 型 投 資 が 膨 大 と な り 、 か つ 生 産 切 り 替 え の 増 加 、 サ ー ビ ス パ ー ツ を 過 大 に 持
つ 必 要 が 生 じ 、 そ の 結 果 、 コ ス ト 高 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 新 製 品 で 新 機 能 が 追 加 さ れ た 場 合 、 ユ ー ザ ー が 旧 製 品 に 新 機 能 を 取 り 入 れ た い こ と
が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 製 品 を 買 い 換 え な け れ ば な ら な い 。 結 果 と し て 、 ま だ 十 分 使 用
で き る も の で あ っ て も 買 い 換 え る こ と と な り 、 ユ ー ザ ー に 過 大 の 負 担 を 強 い る と と も に 、
環 境 負 荷 も 生 ず る と い う 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 機 能 の み 付 加 し 、 か
つ コ ス ト を 最 小 限 に 抑 え る と と も に 、 所 定 の 部 品 （ ユ ニ ッ ト ） の 交 換 に よ り 最 新 の 機 能 を
備 え る よ う に し 、 結 果 的 に 製 品 の 寿 命 を 伸 ば す こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 鍋 を 着 脱 自 在 に 収 納 し 、 鍋 を 加 熱
ユ ニ ッ ト に よ り 加 熱 し 、 制 御 ユ ニ ッ ト に よ り 予 め 記 憶 し た プ ロ セ ス に し た が っ て 加 熱 ユ ニ
ッ ト に 電 力 を 供 給 し 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け た 蓋 ユ ニ ッ ト に よ り 鍋 の 上 方
開 口 部 を 閉 止 す る よ う 構 成 し 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト 、 加 熱 ユ ニ ッ ト 、 蓋 ユ ニ ッ ト の 少 な く と も
い ず れ か １ つ は 複 数 種 類 存 在 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 機 能 の み 付 加 し 、 か つ コ ス ト を 最 小 限 に 抑 え る と と
も に 、 所 定 の 部 品 （ ユ ニ ッ ト ） の 交 換 に よ り 最 新 の 機 能 を 備 え る よ う に で き 、 結 果 的 に 製
品 の 寿 命 を 伸 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト と 、 こ の ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 着 脱 自 在 に
収 納 さ れ る 鍋 と 、 前 記 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト に 予 め 記 憶 し た プ
ロ セ ス に し た が っ て 電 力 を 供 給 す る 制 御 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 開 閉 自 在 に 取
り 付 け 前 記 鍋 の 上 方 開 口 部 を 閉 止 す る 蓋 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 前 記 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト 、 加 熱 ユ
ニ ッ ト 、 蓋 ユ ニ ッ ト の 少 な く と も い ず れ か １ つ は 複 数 種 類 存 在 す る も の で あ り 、 １ つ の 異
な る ユ ニ ッ ト を 持 つ こ と で 、 機 能 が 異 な る 複 数 の 炊 飯 器 を 構 成 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ ー
に と っ て 必 要 な 機 能 の み 付 加 し 、 か つ コ ス ト を 最 小 限 に 抑 え る と と も に 、 所 定 の 部 品 （ ユ
ニ ッ ト ） の 交 換 に よ り 最 新 の 機 能 を 備 え る よ う に で き 、 結 果 的 に 製 品 の 寿 命 を 伸 ば す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 複 数 種 類 存 在 す る ユ ニ ッ
ト は 各 々 組 み 立 て 互 換 性 を 有 す る も の で あ り 、 各 ユ ニ ッ ト の 種 類 が 多 数 に な っ て も 、 ユ ニ
ッ ト 相 互 間 の 組 み 合 わ せ が 自 由 に で き る た め 、 複 数 の 機 能 が 異 な る 炊 飯 器 を 構 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 複 数 種 存 在 す る ユ ニ ッ ト
を マ ト リ ク ス 状 に 組 み 合 わ せ 構 成 し た も の で あ り 、 各 ユ ニ ッ ト 数 量 の 掛 け 算 の 組 み 合 わ せ
が 可 能 と な り 、 多 数 の 機 能 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 制 御 ユ ニ ッ ト の 記 憶 素 子
の 少 な く と も 一 部 に 書 き 換 え 可 能 な 不 揮 発 性 メ モ リ ー を 用 い た も の で あ り 、 機 能 の 異 な る
炊 飯 器 が あ っ て も 、 各 ユ ニ ッ ト の 機 能 に 応 じ た プ ロ グ ラ ム を 書 き 込 む こ と が で き る た め 、
制 御 ユ ニ ッ ト の 共 用 化 を 図 る こ と が で き 、 初 期 投 資 と 在 庫 を 削 減 す る こ と が で き 、 コ ス ト
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 不 揮 発 性 メ モ リ に 書 き 換
え る デ ー タ を 送 る 通 信 手 段 を 備 え た も の で あ り 、 ユ ー ザ ー が 新 機 能 を 持 っ た 所 定 ユ ニ ッ ト
に 変 更 し た と き 、 通 信 手 段 に よ り 不 揮 発 性 メ モ リ ー の プ ロ グ ラ ム を 書 き 換 え る こ と に よ っ
て 、 変 更 し た ユ ニ ッ ト の 新 機 能 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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図 １ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト １ ０ は 上 面 が 開 口 す る 略 円 筒 状 に 形 成 し 、 鍋 １ １ を 着
脱 自 在 に 収 納 し て い る 。 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ は 鍋 １ ２ を 加 熱 す る す る も の で 、 加 熱 装 置 １ ３
を 備 え て い る 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 加 熱 装 置 １ ３ に 予 め 設 定 さ れ た 条 件 で 電 力 を 供 給 す る
も の で 、 書 き 換 え 可 能 な フ ラ ッ シ ュ メ モ リ （ 不 揮 発 性 メ モ リ ） を 内 蔵 し た マ イ ク ロ コ ン ピ
ュ ー タ １ ５ を 有 し て い る 。 通 信 手 段 １ ６ は 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 書 き 換 え る デ ー タ を 送 り
込 む も の で 、 コ ネ ク タ に よ り 外 部 と 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ は 、 鍋 １ １ の 上 方 開 口 部 を 閉 止 す る も の で 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト に 開 閉 自 在 に
取 り 付 け て い る 。 こ の 蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ に 、 鍋 １ ２ の 上 面 よ り 調 理 物 を 加 熱 す る 蓋 加 熱 ユ ニ
ッ ト １ ８ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ こ で 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト １ ０ 、 鍋 １ ０ 、 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ 、 蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ は 、 （ 表 １ ）
に 示 す よ う に 、 機 能 を 付 加 し た 複 数 種 類 存 在 し 、 各 ユ ニ ッ ト は そ れ ぞ れ 組 み 立 て 互 換 性 を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 組 み 立 て 互 換 性 を 持 た せ る た め 、 以 下 の 共 用 設 計 を お こ な っ て い る 。
（ １ ） 嵌 合 ユ ニ ッ ト 相 互 間 の 上 部 投 影 形 状 を 、 各 ユ ニ ッ ト 同 一 に す る 。
（ ２ ） ボ ス の 位 置 関 係 お よ び 高 さ 関 係 を 同 一 に す る 。
（ 表 １ ） に 示 す よ う に 、 各 ユ ニ ッ ト に 機 能 を 付 加 し た 場 合 の 特 徴 に つ い て 説 明 す る 。 （ 表
１ ） に お い て 、 そ の 機 能 を 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ボ デ ィ ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 防 汚 加 工 な し と 防 汚 加 工 あ り と が あ り 、 防 汚 加 工 あ り の 場 合 、 例
え ば シ リ コ ン 系 の 塗 装 を 施 し 、 防 汚 加 工 な し の も の よ り 手 入 れ 性 を 向 上 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
鍋 １ １ は 、 板 厚 ２ ． １ ｍ ｍ の も の と 板 厚 ３ ． ３ ｍ ｍ の も の と が あ り 、 板 厚 が ２ ． １ ｍ ｍ と
３ ． ３ ｍ ｍ と で は 、 板 厚 が ３ ． ３ ｍ ｍ の 方 が よ り 均 一 加 熱 が 実 現 で き 、 食 味 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ は 、 単 独 加 熱 方 式 と 複 数 加 熱 方 式 と が あ り 、 単 独 加 熱 方 式 は 、 １ つ の 加
熱 装 置 １ ３ の み を 具 備 す る 標 準 タ イ プ の も の で あ り 、 複 数 加 熱 方 式 は 、 加 熱 装 置 １ ３ を ２
個 設 け て お り 、 複 数 の 加 熱 装 置 １ ３ を 各 々 独 立 し て 通 電 し 炊 飯 容 量 や 炊 飯 プ ロ セ ス の 変 化
で 加 熱 装 置 １ ３ 間 の 通 電 比 率 を 変 化 さ せ 、 最 適 加 熱 を 実 現 す る た め よ り ご 飯 の 食 味 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ は 、 常 圧 式 と 圧 力 式 と が あ り 、 常 圧 式 は 、 圧 力 を か け な い で 炊 飯 す る 標 準
タ イ プ で 、 圧 力 式 は 、 炊 飯 中 所 定 の 圧 力 を か け て 炊 飯 し 、 沸 点 を 上 昇 さ せ 、 よ り 甘 み の あ
る ご 飯 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ ら の ユ ニ ッ ト を （ 表 ２ ） に 示 よ う に 、 マ ト リ ク ス 状 に 組 み 合 わ せ 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ２ ８ 】
例 え ば 、 機 種 Ａ は 、 鍋 １ １ を 板 厚 ３ ． ３ ｍ ｍ 、 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ を 複 数 加 熱 方 式 、 蓋 ユ ニ
ッ ト １ ７ を 圧 力 式 に し 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト １ ０ は 防 汚 加 工 あ り と す る 高 級 仕 様 で あ る 。 ま た
、 機 種 Ｂ は 、 鍋 １ １ を 板 厚 ２ ． １ ｍ ｍ 、 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ を 単 独 加 熱 方 式 、 蓋 ユ ニ ッ ト １
７ を 常 圧 式 に し 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト １ ０ は 防 汚 加 工 な し と す る 標 準 仕 様 で あ る 。 ま た 、 上 記
の 機 種 で 、 例 え ば 、 機 種 Ａ の 中 で 防 汚 加 工 な し を 選 択 し た 場 合 に は 機 種 Ｍ と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 機 種 Ａ と 機 種 Ｈ の 差 は 、 蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ が 機 種 Ａ で は 圧 力 式 で あ る の に 対 し 、 機
種 Ｈ で は 常 圧 式 で あ る 。 蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ が 圧 力 式 で あ る 場 合 と 常 圧 式 で あ る 場 合 と で は 、
ご 飯 を 美 味 し く 炊 く た め の プ ロ グ ラ ム が 異 な る た め 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ５ の フ ラ ッ
シ ュ メ モ リ に 、 選 択 さ れ た 蓋 ユ ニ ッ ト １ ７ に 応 じ て 、 通 信 手 段 １ ６ を 介 し て プ ロ グ ラ ム に
書 き 込 む こ と に よ り 最 適 の 炊 飯 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 別 例 を 述 べ る と 、 機 種 Ｂ と 機 種 Ｄ の 差 は 、 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ が 機 種 Ｂ で は 単 独 加 熱
方 式 で あ る の に 対 し 、 機 種 Ｄ で は 複 数 加 熱 方 式 で あ る 。 こ の 場 合 、 加 熱 装 置 １ ３ の 数 が 違
う た め 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ も 加 熱 装 置 １ ３ に 合 わ せ て 変 え る 必 要 が あ る 。 た だ し 、 マ イ ク
ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ５ の フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 選 択 さ れ た 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ に 応 じ て プ ロ グ ラ
ム を 書 き 込 む こ と に よ り 、 上 述 と 同 等 に 共 用 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 の よ う に 、 機 能 １ と 機 能 ２ を 有 す る 実 質 ２ 機 種 分 の 開 発 で あ っ て も 、 １ ６ 機 種 分 の 炊
飯 器 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 例 え ば 、 蓋 ユ ニ ッ ト １ ６ を 常 圧 式 の 炊 飯 器 を 購 入 し た ユ ー ザ ー が 、 圧 力 式 に 変 更
し た い と 望 ん だ と き に は 、 ユ ー ザ ー は 蓋 ユ ニ ッ ト １ ６ を 交 換 し 、 通 信 手 段 １ ６ を 介 し て 、
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ５ の フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 必 要 な プ ロ グ ラ ム を 書 き 換 え る こ と に よ
り 、 炊 飯 器 を 買 い 換 え ず 、 最 少 の 費 用 で 仕 様 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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す な わ ち 、 例 え ば 、 ユ ー ザ ー が 炊 飯 器 を 購 入 し て 、 し ば ら く た っ て か ら 新 機 能 の ユ ニ ッ ト
が 出 た と き に 、 ユ ニ ッ ト を 交 換 し 、 か つ 必 要 に 応 じ て プ ロ グ ラ ム を 書 き 換 え る こ と に よ り
最 新 の 炊 飯 器 に す る こ と が で き る た め 、 炊 飯 器 の 実 質 寿 命 を 伸 ば す こ と が で き 、 環 境 負 荷
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 本 実 施 例 に 記 載 し た 機 能 お よ び ユ ニ ッ ト 分 け は 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な い 。 例
え ば 、 本 実 施 例 で は 、 加 熱 ユ ニ ッ ト １ ２ に は Ｉ Ｈ 方 式 を 採 用 し て い る が 、 ヒ ー タ 方 式 で も
同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 操 作 部 を ユ ニ ッ ト 化 し 、 ボ タ ン 数 を 変 更 す れ ば 、 さ ら に 機
種 幅 を 広 げ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 も 必 要 に 応 じ て プ ロ グ ラ ム を 書 き 換 え る こ と に よ り
、 ユ ー ザ ー ニ ー ズ に よ り 近 い 炊 飯 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 通 信 手 段 １ ６ に コ ネ ク タ を 用 い て 外 部 と 連 結 し て い る が 、 赤 外 線 お
よ び 電 波 を 利 用 し て 通 信 し た り 、 あ る い は メ モ リ ー カ ー ド を 用 い て も よ く 、 同 様 の 効 果 を
得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 通 信 手 段 １ ６ を 利 用 し イ ン タ ー ネ ッ ト か ら プ ロ グ ラ ム を ダ ウ
ン ロ ー ド す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ５ に フ ラ ッ シ ュ メ モ リ （ 不 揮 発 性 メ モ リ ）
を 内 蔵 し て い る が 、 メ モ リ ー カ ー ド 等 外 部 メ モ リ に 保 持 し て も 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト 、 加 熱 ユ ニ ッ ト 、
蓋 ユ ニ ッ ト の 少 な く と も い ず れ か １ つ は 複 数 種 類 存 在 す る こ と に よ り 、 １ つ の 異 な る ユ ニ
ッ ト を 持 つ こ と で 、 機 能 が 異 な る 複 数 の 炊 飯 器 を 構 成 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ ー に と っ て
必 要 な 機 能 の み 付 加 し 、 か つ コ ス ト を 最 小 限 に 抑 え る と と も に 、 所 定 の 部 品 （ ユ ニ ッ ト ）
の 交 換 に よ り 最 新 の 機 能 を 備 え る よ う に で き 、 結 果 的 に 製 品 の 寿 命 を 伸 ば す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 種 類 存 在 す る ユ ニ ッ ト は 各 々 組 み 立 て 互 換 性
を 有 す る こ と に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト の 種 類 が 多 数 に な っ て も 、 ユ ニ ッ ト 相 互 間 の 組 み 合 わ せ
が 自 由 に で き る た め 、 複 数 の 機 能 が 異 な る 炊 飯 器 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 種 存 在 す る ユ ニ ッ ト を マ ト リ ク ス 状 に 組 み 合
わ せ 構 成 す る こ と に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト 数 量 の 掛 け 算 の 組 み 合 わ せ が 可 能 と な り 、 多 数 の 機
能 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 制 御 ユ ニ ッ ト の 記 憶 素 子 の 少 な く と も 一 部 に 書 き
換 え 可 能 な 不 揮 発 性 メ モ リ ー を 用 い た こ と に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト の 機 能 に 応 じ た プ ロ グ ラ ム
を 書 き 込 む こ と が で き る た め 、 制 御 ユ ニ ッ ト の 共 用 化 を 図 る こ と が で き 、 初 期 投 資 と 在 庫
を 削 減 す る こ と が で き 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 不 揮 発 性 メ モ リ に 書 き 換 え る デ ー タ を 送 る 通 信 手
段 を 備 え た こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー が 新 機 能 を 持 っ た 所 定 ユ ニ ッ ト に 変 更 し た と き 、 通 信 手
段 に よ り 不 揮 発 性 メ モ リ ー の プ ロ グ ラ ム を 書 き 換 え る こ と に よ っ て 、 変 更 し た ユ ニ ッ ト の
新 機 能 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 電 気 炊 飯 器 の 一 部 切 欠 し た 側 面 図
【 図 ２ 】 従 来 の 電 気 炊 飯 器 の 一 部 切 欠 し た 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ボ デ ィ ユ ニ ッ ト
１ １ 　 鍋
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１ ２ 　 加 熱 ユ ニ ッ ト
１ ４ 　 制 御 ユ ニ ッ ト
１ ７ 　 蓋 ユ ニ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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